
第63期 中間報告書
2010年4月1日～2010年9月30日

株主メモ 

TEL 06-4391-1781  FAX 06-4391-1806
URL http://www.inaba.co.jp

〒550-0012 大阪市西区立売堀4丁目11番14号

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

定時株主総会開催時期 6月

基　準　日 定時株主総会　　3月31日
期末配当　　　　3月31日
なお、中間配当を行う場合の基準日は９月３０日

（その他必要があるときはあらかじめ公告します。）

株主名簿管理人 中央三井信託銀行株式会社
東京都港区芝三丁目33番1号

同事務取扱場所 中央三井信託銀行株式会社  大阪支店証券代行部
〒541-0041  大阪市中央区北浜二丁目2番21号
70120-78-2031

単元株式数 100株

公 告 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。
なお、やむを得ない事由によって電子公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
URL　http://www.inaba.co.jp

上場証券取引所 東京・大阪証券取引所 市場第一部

証 券 コ ー ド 9934

●�株式に関する各種お手続（住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受領方法の
指定など）は、株主様が口座を開設されている証券会社にてお取扱いしております。詳し
くは、お取引証券会社にお問い合わせください。
●�株券電子化実施前に証券保管振替制度を利用されていなかった株主様の株式につきまして
は、「特別口座」で管理されております。「特別口座」に関する各種お手続（証券会社の口
座への振替、住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受領方法の指定など）は、
特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行にてお取扱いいたします。
　�なお、「特別口座」に関する各種お手続に必要な用紙のご請求は、下記のフリーダイヤル
またはホームページで24時間受付しております。
　◎フリーダイヤル　　　　　0120-87-2031（自動音声案内）
　◎ホームページアドレス　　http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html
●�未払配当金のお受取りにつきましては、株主名簿管理人である中央三井信託銀行にてお取
扱いいたします。

〈株式に関するお手続〉



報告セグメントの概要株主の皆様へ

電設資材事業
連結売上高511億28百万円

　建設投資が依然として低迷するなか、照明類を

はじめとする電設資材全般の販売が本格的に回復

するまでには至りませんでしたが、エアコンや太

陽光発電設備の販売が好調に推移するとともに、

銅価格上昇の影響によって電線ケーブル類の売上

が大幅に増加した結果、連結売上高511億28百万

円となりました。

産業機器事業
連結売上高109億86百万円

　堅調な海外需要や在庫調整の一巡を背景とした

製造業の増産などにより、制御機器の売上が回復

したことに加え、液晶デバイスをはじめ電子部品

の売上が大幅に増加した結果、連結売上高109億

86百万円となりました。

自社製品事業
連結売上高195億45百万円

　猛暑を背景としたエアコンの需要拡大に伴い、主

力製品である空調部材全般において売上が増加し、

特に、家電量販店向けの売上が大幅に増加しました。

また、事業譲受による春日電機㈱の増収効果もあり、

連結売上高195億45百万円となりました。

 報告セグメント別売上高構成比

上半期連結売上高合計　817億19百万円

自社製品事業
23.9％

電設資材事業
62.6％

その他
0.1％

産業機器事業
13.4％

代表取締役社長

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　平素は格別のご厚情を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当社グループ第63期上半期（平成22年4月1日〜平成22年9月30日）
の事業の概況をとりまとめましたので、ここにご報告申しあげます。

	 上半期の事業の概況

　当社グループの係わる電設資材業界は、住宅減税政

策や低金利の効果により住宅投資が持ち直してきたもの

の、建設投資全体では依然として低迷しており、厳しい環

境が継続しました。

　また、自社製品の係わる空調業界は、記録的な猛暑に

よって夏期のエアコン需要が急増し、平成22年度上半期

のルームエアコンの国内出荷台数は515万台（前年同期

比15.8%増）となるなど、好調に推移しました。

　このような情勢のなか、当社グループは提案営業や新

規開拓など積極的な営業活動に加え、猛暑による業績

の押し上げもあり増収となりましたが、特別損失の発生に

より純利益は減益となりました。

　この結果、連結売上高817億19百万円（前年同期比

16.0%増）、連結営業利益38億46百万円（前年同期比

27.7%増）、連結経常利益39億54百万円（前年同期比

27.4%増）、連結四半期純利益17億45百万円（前年同期

比3.2%減）となりました。

	 通期の見通し

　当上半期の業績は猛暑効果等により堅調に推移いた

しましたが、株安に伴う投資有価証券評価損等の特別

損失を計上することとなりました。足下では円高やデフレ

傾向に歯止めがかからず、下半期においても極めて不

透明な経営環境が予想されます。

　この結果、平成23年3月期の業績予想につきましては、

当該特別損失を織り込み、連結売上高1,590億円、連結

営業利益66億円、連結経常利益68億円、連結当期純

利益34億円を見込んでおります。

　また、期末配当につきましては、利益配分に関する基

本方針に基づき、1株につき78円とさせていただく予定で

あります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解

とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

平成22年12月

住宅用照明器具電線ケーブル類

制御機器 表示器 空調用被覆銅管
ペアコイル・ネオコイル

スリムダクトSD
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第2四半期決算の概要

POINT 1

前連結会計年度末に比べ、26億23
百万円減少し、1,078億8百万円と
なりました。これは主に、現金及び
預金、有価証券、無形固定資産が増
加いたしましたが、受取手形及び売
掛金、投資有価証券の減少があった
ことによるものであります。

総資産額

POINT 2

前連結会計年度末に比べ、24億70
百万円減少し、406億39百万円と
なりました。これは主に、未払法人
税等が増加いたしましたが、支払手
形及び買掛金の減少があったことに
よるものであります。

負債総額

 四半期連結貸借対照表  四半期連結損益計算書

科　　目
当第2四半期

連結会計期間末
（平成22年9月30日現在）

前連結会計年度末
（平成22年3月31日現在）

流 動 資 産 75,090 77,467

固 定 資 産 32,718 32,964

有 形 固 定 資 産 20,265 20,614

無 形 固 定 資 産 1,998 1,641

投 資 そ の 他 の 資 産 10,454 10,708

流 動 負 債 36,264 38,794

固 定 負 債 4,374 4,315

純 資 産 合 計 67,169 67,322

負 債 純 資 産 合 計 107,808 110,431

科　　目
当第2四半期
連結累計期間

（平成22年4月 1 日から
平成22年9月30日まで）

前第2四半期
連結累計期間

（平成21年4月 1 日から
平成21年9月30日まで）

売 上 高 81,719 70,441

売 上 原 価 69,158 60,015

売 上 総 利 益 12,561 10,426

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 8,714 7,414

営 業 利 益 3,846 3,011

経 常 利 益 3,954 3,103

四 半 期 純 利 益 1,745 1,804

（単位：百万円） （単位：百万円）

POINT 3

前連結会計年度末に比べ、1億52
百万円減少し、671億69百万円と
なりました。これは主に、評価・換
算差額等の減少があったことによる
ものであります。

純資産総額

売上高
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会社の概要株式の概況

 概　要（平成22年9月30日現在）  役　員（平成22年9月30日現在） 株式の状況（平成22年9月30日現在）

 発行可能株式総数 76,460,000株

 発行済株式の総数 23,400,000株

 株主数 8,528名

 大株主の状況
株　主　名 持株数（株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 811,800 3.69
㈱りそな銀行 798,120 3.63
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 704,200 3.20
因幡電機従業員持株会 616,024 2.80
吉川　昌子 404,900 1.84
日本生命保険（相） 344,257 1.56
資産管理サービス信託銀行㈱（証券投資信託口） 330,000 1.50
㈱みずほ銀行 320,892 1.46
㈱日阪製作所 318,484 1.44
因幡　則男 312,321 1.42

（注） 1．当社は、自己株式を1,424,329株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
 2．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

 所有者別状況（平成22年9月30日現在）

 所有株数別状況（平成22年9月30日現在）

株
主
数（
名
）

株
式
数（
株
）

5,374,311

203,706

4,238,060

1,483,575

10,676,019

1,424,329

41

26

217

120

8,123

1

金融機関

証券会社

その他の法人

外国法人等

個人その他

自己株式

株
主
数（
名
）

株
式
数（
株
）

5,004

844,102

457,701

2,627,620

1,076,686

3,674,490

2,964,367

7,395,557

4,354,473

100株未満

100株以上

500株以上

1,000株以上

5,000株以上

10,000株以上

50,000株以上

100,000株以上

500,000株以上

192

5,508

782

1,604

162

192

43

40
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 連結子会社（平成22年9月30日現在）

社 　 名 因幡電機産業株式会社
INABA  DENKI  SANGYO CO.,LTD.

創 業 昭和13年4月

設 　 立 昭和24年5月

資 本 金 8,120,372,747円

従 業 員 数 1,364名（連結）

主 要 な 事 業 内 容 電設・電子・情報機器販売及び空調システ
ム部材の製造・販売

事 業 所 の 概 要 本社：大阪市西区立売堀4丁目11番14号
3工場、2物流センター、23営業所

因
幡
電
機
産
業
㈱

会社名 主要な事業内容 資本金（百万円） 当社の出資比率（％）

日本オートメ㈱ 産業機器事業 30 100
イナバエンジニアリング㈱ 産業機器事業 30 100
アイティエフ㈱ 電気機器事業 20 70
イナバビジネスサービス㈱ 旅行代理店業 10 100
東光電機産業㈱ 電気機器事業 50 100
春日電機㈱ 産業機器事業 300 100
SIAM ORIENT ELECTRIC CO.,LTD. 産業機器事業 100（百万バーツ） 80

ホームページのご紹介

当社はホームページにおきましても最新のトピックスをはじめ、
業務報告や会社情報など様々な情報をご案内しております。

http://www.inaba.co.jp

代 表 取 締 役 社 長 守 谷 承 弘
常 務 取 締 役 枝 村 浩 平
常 務 取 締 役 吉 良 洋 二
取 締 役 家 郷 晴 行
取 締 役 松 山 俊 雄
取 締 役 山 　 本 　 節 次 郎
取 締 役 吉 田 益 巳
取 締 役 酒 井 　 昭
取 締 役 奥 田 善 紀
取 締 役 髙 橋 　 司
常 勤 監 査 役 今 村 正 善
常 勤 監 査 役 髙 野 憲 昭
監 査 役 瀬 尾 眞 澄
監 査 役 平 松 靖 弘

（注） １. 取締役 髙橋 司氏は、社外取締役であります。
 ２.  監査役 瀬尾眞澄氏及び平松靖弘氏は、社外監査役であります。
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